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真
福
寺
蔵『
中
堂
咒
師
作
法
』

松
尾
恒
一

【
解
題
】

本
真
福
寺
蔵
『
中
堂
咒
師
作
法
』
は
、
叡
山
根
本
中
堂
で
、
年
中
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
正
月
修
正
会
の
、
特
に
咒
師
役
の
作
法
次
第
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。

冒
頭
に
、
永
承
二
年
（
一
〇
四
六
）
八
月
に
、「
御
堂
」（
根
本
中
堂
の
こ
と
で
あ
ろ

う
）
で
書
写
し
た
旨
、
記
さ
れ
て
お
り
、
成
立
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
本
書
が
、
そ

の
原
本
な
の
か
、
そ
の
原
本
を
さ
ら
に
書
写
し
た
記
録
な
の
か
は
、
さ
ら
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

内
容
は
平
安
後
期
～
鎌
倉
期
の
修
正
会
次
第
を
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

書
誌
を
示
せ
ば
、
一
冊
、
楮
紙
、
大
和
綴
、
縦
一
四
八
㍉
×
横
二
六
五
㍉
、
本
文

十
五
丁
、
で
あ
る
が
、
表
紙
に
は
「
中
堂
咒
師
作
法
勝
林
院
記　

淳
照
」
と
あ
り
、

勝
林
院
に
住
し
た
淳
照
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
次
第
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
咒
師
」
と
は
、
導
師
に
よ
る
悔
過
を
儀
式
と
す
る
、
古
代
・
中
世
寺
院
の
修
正
会
・

修
二
会
に
お
い
て
置
か
れ
て
い
た
、
結
界
作
法
を
主
導
す
る
役
で
あ
る
が
、
東
大
寺
・

薬
師
寺
・
法
隆
寺
等
、
奈
良
の
寺
院
に
は
、
古
代
以
来
の
咒
師
作
法
を
含
む
修
二
会

が
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

叡
山
の
根
本
中
堂
で
は
、
現
在
、
大
晦
日
夜
よ
り
正
月
三
日
ま
で
、
大
勢
の
参
拝

者
が
訪
れ
る
修
正
会
が
修
さ
れ
、
鬼
追
い
式
が
あ
わ
せ
行
わ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に

記
さ
れ
る
修
正
会
は
、
一
日
よ
り
十
四
日
ま
で
、
前
半
の
上
七
日
、
後
半
の
下
七
日

に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
行
の
根
本
中
堂
修
正
会
が
、
本
資
料
に
記
さ
れ
る

修
正
会
儀
礼
の
一
部
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
、
そ
の
儀
礼
や
祭
儀
の
組

織
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ
る
。

中
世
の
叡
山
に
お
い
て
は
、大
成
就
院
に
お
い
て
も
修
正
会
が
行
わ
れ
お
り
（『
門

葉
記
』
巻
九
十
二
、
勤
行
三
（
大
正
・
図
像
10
））、
山
内
の
い
く
つ
か
の
子
院
に
お

い
て
修
正
会
や
修
二
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
天
台
宗
の
修
正
会

と
し
て
は
、
延
年
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
奈
良
多
武
峰
や
、
日
光
輪
王
寺
、
平
泉
毛

越
寺
等
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
修
正
会
儀
礼
と
の
比
較
や
関

係
性
も
検
討
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

修
正
会
・
修
二
会
に
お
け
る
咒
師
に
よ
る
結
界
は
、
辟
邪
―
堂
に
悪
鬼
・
外
道
が

侵
入
す
る
こ
と
防
ぐ
こ
と
―
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
印
と
真
言
を
中
心
と
す
る
密

教
に
基
づ
く
作
法
が
行
わ
れ
る
が
、本
資
料
中
に
は
「
降
魔
咒
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

資
料
紹
介
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hūdō Shushi-sahō” of Shinpuku-ji Tem

ple

M
AT

SU
O

 K
oichi




